コーディネーターとの意見交換

■事業名：　桑員まちかど博物館　　　　　　　　　　　　　　　　

■コーディネーター氏名・所属：井田輝門・市民情報ネットワークすずかのぶどう代表

■ふりかえり会議開催年月日：平成16年3月４日

１．協働のプロセス

　　県内に事業事例があるため、見学などの企画で事業についての理解は得られやすかったと思われる。

　　しかし、他の事例と異なり1市８町の広域事業のため、また市町村合併の問題も抱え　　

　　た時期のため協働体制の確立・事業の目的や意義の理解に時間とエネルギーを必要と

　　したことが伺える。

　　県と市町村との広域協働事業の方法につき検討する必要があると思う。

　　本事業は行政と協議会との協働事業と位置付けられ、住民（まちかど博物館長）との

　　協働は事業終了後のテーマとなっている。

２．成果の把握 

　

　　「桑員まちかど博物館」冊子、HP立ち上げ紹介と成果物は明白である。

　　ただし事業目的に記載の地域づくりについては入り口の提供で終わった。

３．課題・改善

　　

　　１項･２項記載の通り、県と協議会の協働については明らかになったが、積み残した

　　課題も多い。

　　○　単年度予算のなかでの事業目的と成果物の設定課題

　　　－まちかど博物館の発掘･選定に時間とエネルギーを必要とし、協議会と館長との

　　　　事業共通理解への時間不足。

　　　－事業終了後の館の運営・地域づくりの具体的手法・市町村と博物館の協働のため

　　　　必要と思われる予算措置。

　　○　広域事業の課題

　　　－事業報告のなかでの関係市町村の顔が希薄。

　　　－成果物を踏まえて、地域づくりに取り組むのは各市町村が主体となるべきである。

　　○　県担当部署と県民局

　　　－事業予算化にあたり県民局からの積み上げがあったのか。

　　　－事業実行者の県民局と担当部署の役割分担・協働の明確化。

不慣れなコーディネーターへの当日のご協力感謝します。　　　　　　　　　　以上
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